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本会議に職務
のため出席し
た者の職氏名 

事 務 局 長 中 野 重 男 事 務 局 次 長 小 向 正 志 

臨 時 職 員 谷 地 由美子   

町 長 提 出 

議 案 の 題 目 

１ 報告第21号 自動車事故に係る損害賠償額の決定に係る専決処分の報告について 

２ 報告第22号 自動車事故に係る損害賠償の額の決定に係る先決処分の報告につい

て 

３ 報告第23号 放棄した債権の報告について 

４ 報告第24号 平成２８年度おいらせ町健全化判断比率及び資金不足比率について 

５ 報告第25号 平成２８年度おいらせ町一般会計継続費精算報告について 

６ 報告第26号 平成２８年度青森県新産業都市建設事業団特定事業及び特定事業以

外の事業の決算報告について 

７ 議案第44号 おいらせ町情報公開条例及びおいらせ町個人情報保護条例の一部を

改正する条例について 

８ 議案第45号 おいらせ町消防団条例の一部を改正する条例について 

９ 議案第46号 おいらせ町史跡等公園条例の一部を改正する条例について 

10 議案第47号 新学校給食センター食器食缶等購入契約の締結について 

11 議案第48号 平成２９年度おいらせ町一般会計補正予算について 

12 議案第49号 平成２９年度おいらせ町国民健康保険特別会計補正予算について 

13 議案第50号 平成２９年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計補正予算につい

て 

14 議案第51号 平成２９年度おいらせ町公共下水道事業特別会計補正予算について 

15 議案第52号 成２９年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計補正予算について 

16 議案第53号 平成２９年度おいらせ町介護保険特別会計補正予算について 

17 議案第54号 平成２９年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

18 議案第55号 平成２９年度おいらせ町病院事業会計補正予算について 

19 認定第１号 平成２８年度おいらせ町一般会計歳入歳出決算認定について 

20 認定第２号 平成２８年度おいらせ町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

21 認定第３号 平成２８年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

22 認定第４号 平成２８年度おいらせ町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

23 認定第５号 平成２８年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

24 認定第６号 平成２８年度おいらせ町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

25 認定第７号 平成２８年度おいらせ町公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

26 認定第８号 平成２８年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

27 認定第９号 平成２８年度おいらせ町病院事業会計決算認定について 
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議 員 提 出 

議 案 の 題 目 

 

 

 

 

 

開 議 午前１０時０１分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

１３番   佐々木 光 雄 議員 

 

１４番   松 林 義 光 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（中野重男君） 

 

 修礼を行いますので、ご起立ください。 

 礼。 

 着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

馬場議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１６人です。定足数に達しております

ので、これより平成２９年第３回おいらせ町議会定例会を開会い

たします。 

 

  （開会時刻 午前１０時０１分） 

 

開議宣告 馬場議長  直ちに本日の会議を開きます。 

 

議事日程報告 馬場議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

会議録署名議

員の指名 

馬場議長  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、１３番、佐々木光雄議員及び１

４番、松林義光議員を指名いたします。 
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会期議題 馬場議長  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 会期決定の前に、議会運営委員長の報告を求めます。 

 委員長、演壇にてお願いいたします。 

 

委員長報告 １４番 

（松林義光君） 

 議会運営委員会、委員長報告をいたします。 

 去る８月１０日告示、本日招集されました平成２９年第３回お

いらせ町議会定例会の会期等について、先般８月３０日午前１０

時から議会運営委員会を開催し、審査した結果、本定例会の会期

は、別紙配付の「会期及び審議予定表」のとおり、本日９月４日

から９月８日までの５日間とすることに決定いたしました。 

 本日、４日は議案等の一括上程及び決算特別委員会の設置、５

日は一般質問、６日は議案審議、７日は議案審議及び決算特別委

員会における付託議案の審査、８日は決算特別委員会における付

託議案の審査、そして特別委員会終了後に本会議での議案審議、

以上のとおり進行してまいりたいと思いますので、何とぞ議員各

位のご理解とご協力を賜り、当委員会の決定にご賛同くださいま

すようお願い申し上げまして、委員長報告といたします。 

 

 馬場議長  議会運営委員長の報告が終わりました。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本日９月

４日から９月８日までの５日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日９月４日から９月８日までの

５日間とすることに決しました。 

 

諸般の報告 馬場議長  日程第３、諸般の報告をいたします。 

 議長としての報告事項は、印刷をしてお手元に配付していると

おりです。ご了承ください。 

 次に、本日までに受理いたしました陳情書等につきましては、

別紙配付の請願、陳情文書表のとおりです。 

 先般、このことについて議会運営委員会において審査した結



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５－ 

果、陳情第３号については産業民生常任委員会付託とすることに

いたしましたのでご了承願います。 

 なお、本定例会の会期中は、町当局の協力を得て広報写真の撮

影をしてもらうため、担当係員が議場内を出入りすることの許可

を与えておりますので、各議員にご報告しておきます。 

 

 馬場議長  日程第４、議案の一括上程について。 

 報告第２１号から報告第２６号まで及び議案第４４号から第

５５号までの、以上１８件を一括上程いたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長、演壇にてお願いします。 

 

提案理由の 

説明 

町長 

（三村正太郎君） 

 皆さん、おはようございます。 

 議員各位には、何かとご多用のところご出席いただきまして、

まことにありがとうございます。 

 それでは、本定例会に提案いたしました議案の提案理由をご説

明申し上げます。 

 初めに、報告第２１号、自動車事故に係る損害賠償額の決定に

係る専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

 本件は、平成２９年５月２９日に発生した、町所有車両と一般

車両との自動車事故に係る損害賠償について、車両損害に対する

賠償額が確定したため、６月１２日付で専決処分を行ったもので

あります。 

 次に、報告第２２号、自動車事故に係る損害賠償の額の決定に

係る専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

 本件は、報告第２１号と同一の事故によるものであり、人身損

害等に対する賠償額が確定したため、７月９日付で専決処分を行

ったものであります。 

 次に、報告第２３号、放棄した債権の報告についてご説明申し

上げます。 

 本件は、町の債権のうち、町税及び公課以外の債権について債

権放棄したので、おいらせ町債権管理条例第１３条第２項の規定

により報告するものであります。 

 次に、報告第２４号、平成２８年度おいらせ町健全化判断比率

及び資金不足比率についてご説明申し上げます。 
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 本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１

項及び第２２条第１項の規定により、平成２８年度決算に基づく

一般会計等の健全化判断比率及び公営企業会計の資金不足比率

について、監査委員の意見を付して報告するものであります。 

 健全化判断比率につきましては、いずれの指標も早期健全化基

準を下回っており、また、資金不足比率につきましては、いずれ

の公営企業会計においても資金不足がないため、数値の計上はあ

りませんでした。 

 次に、報告第２５号、平成２８年度おいらせ町一般会計継続費

精算報告についてご説明申し上げます。 

 本件は、平成２７年度から平成２８年度にかけて、継続費で実

施いたしました２件の事業の終了に伴い、地方自治法施行令第１

４５条第２項の規定により、継続費の精算について報告するもの

であります。 

 次に、報告第２６号、平成２８年度青森県新産業都市建設事業

団特定事業及び特定事業以外の事業の決算報告についてご説明

申し上げます。 

 本件は、当該事業団から平成２８年度決算について報告があり

ましたので、地方自治法の一部を改正する法律附則第３条によ

る、改正前の地方自治法第３１２条第３項の規定により報告する

ものであります。 

 なお、特定事業のうち、当町にかかわる百石住宅用地造成事業

につきましては、当年度純利益が１億４９８円となり、当年度未

処理欠損金、１億９，３５６万８，７７４円を平成２９年度へ繰

り越しております。 

 次に、議案第４４号、おいらせ町情報公開条例及びおいらせ町

個人情報保護条例の一部を改正する条例についてご説明申しあ

げます。 

 本案は、個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を

改正する法律、並びに行政機関等の保有する個人情報の適正かつ

効果的な活用による新たな産業の創出並びに活力ある経済社会

及び豊かな国民生活の実現に資するための関係法律の整備に関

する法律の施行に伴い、情報公開等に関し、必要となる規定の改

正を行うため、提案するものであります。 
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 次に、議案第４５号、おいらせ町消防団条例の一部を改正する

条例についてご説明申し上げます。 

 本案は、消防団員数の減少に伴い、条例定数と実団員数に乖離

が生じている状況に鑑み、実情に応じた適正な定数管理を図る必

要から、条例定数の改定、及び根拠法令等との整合に必要な改正

を行うため、提案するものであります。 

 次に、議案第４６号、おいらせ町史跡等公園条例の一部を改正

する条例についてご説明申し上げます。 

 本案は、史跡阿光坊古墳群保存整備工事が平成２９年９月３０

日に完成することに伴い、阿光坊古墳群史跡公園の名称及び位置

を加えるため、提案するものであります。 

 次に、議案第４７号、新学校給食センター食器食缶等購入契約

の締結についてご説明申し上げます。 

 本案は、新学校給食センターで使用する食器及び食缶等の購入

のため、去る８月１８日に日本調理機株式会社東北支店青森営業

所外６社により指名競争入札を執行したところ、３，４２１万６，

４５２円で株式会社中西製作所青森営業所が落札者と決定しま

したので、この契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項

第８号及びおいらせ町議会の議決に付すべき契約及び財産また

は処分に関する条例第３条の規定により、提案するものでありま

す。 

 次に、議案第４８号、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予

算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に１億４７１万３，０００円を追加し、

予算の総額を１０４億５，８９８万９，０００円とするものであ

ります。 

 歳出の主な内容でありますが、総務費では、新庁舎整備検討基

礎調査業務委託料の追加及び交通安全施設整備工事費の増額、衛

生費では八戸圏域連携中枢都市圏外科医師派遣事業費負担金の

追加、商工費では小規模事業者経営改善資金利子補給金の追加、

土木費では町道維持補修工事費及び町道整備工事費の増額を行

うものであります。 

 一方、歳入では、町民税及び固定資産税を見込みにより増額、

地方交付税を今年度分算定により増額したほか、財政調整基金繰

入金を歳入歳出財源調整により減額、また、前年度決算に伴い、
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前年度繰越金を増額するものであります。 

 このほか、第２表、債務負担行為補正につきましては、１件の

事業を追加するものであります。 

 次に、議案第４９号、平成２９年度おいらせ町国民健康保険特

別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に４，７６８万８，０００円を追加し、

予算の総額を３０億６，９６９万４，０００円とするものであり

ます。 

 その主な内容につきましては、歳出では保険給付費を増額した

ほか、平成２８年度事業実績による療養給付費の国庫等への返還

金を増額し、歳入では、前年度決算に伴い、基金繰入金を減額し、

前年度繰越金を増額するものであります。 

 次に、議案第５０号、平成２９年度おいらせ町奨学資金貸付事

業特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額から、２１６万６，０００円を減額し、

予算の総額を２，３３９万４，０００円とするものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では貸付金の確定により貸

付金を減額、２件の寄附金により積立金を増額し、歳入では寄附

金収入を増額、基金繰入金を減額したほか、前年度決算に伴い、

前年度繰越金を増額するものであります。 

 次に、議案第５１号、平成２９年度おいらせ町公共下水道事業

特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に５２２万４，０００円を追加し、予

算の総額を１１億１，４７４万８，０００円とするものでありま

す。 

 その主な内容につきましては、歳出ではマンホール等の老朽化

対応のため、補修工事費及び補助材料費を増額し、歳入では、前

年度決算に伴い、一般会計繰入金を減額し、前年度繰越金を増額

するほか、馬淵川流域下水道維持管理負担金還付金を追加するも

のであります。 

 次に、議案第５２号、平成２９年度おいらせ町農業集落排水事

業特別会計補正予算についてご説明申し挙げます。 

 本案は、既定予算の総額に２６５万７，０００円を追加し、予

算の総額を１億３，３１０万３，０００円とするものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、故障対応のため古間
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木山処理施設回分槽ブロワインバータ更新工事費を追加し、歳入

では、前年度決算に伴い、前年度繰越金を増額するものでありま

す。 

 次に、議案第５３号、平成２９年度おいらせ町介護保険特別会

計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に６，８６８万円を追加し、予算の総

額を２３億７，７８４万４，０００円とするものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、平成２８年度事業実

績による介護給付費の国庫等への返還金を増額し、歳入では、前

年度決算に伴い、前年度繰越金を増額するものであります。 

 次に、議案第５４号、平成２９年度おいらせ町後期高齢者医療

特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、既定予算の総額に１９１万９，０００円を追加し、予

算の総額を１億７，２１２万２，０００円とするものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、支出見込額により後

期高齢者医療広域連合納付金を増額し、歳入では、前年度決算に

伴い、前年度繰越金を増額するものであります。 

 次に、議案第５５号、平成２９年度おいらせ町病院事業会計補

正予算についてご説明申し上げます。 

 本案は、収益的収入及び支出の既決予定額に１，０１９万５，

０００円を追加し、予算の総額を９億６，７２１万６，０００円

とするものであります。 

 その主な内容につきましては、収入では見込み額による医業収

益を増額したほか、支出では、給与費等を増額するものでありま

す。 

 以上、本定例会に提案いたしました議案の提案理由を申し上げ

ましたが、詳細につきましては、審議の過程におきまして、本職

初め担当課長に説明をさせますので、何とぞ慎重にご審議の上、

議決いただきますようお願い申し上げます。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

 総務課長 

（倉舘広美君） 

 ただいまの提案理由で１カ所訂正がございます。 

 １ページ上から９行目、平成２９年５月２９日と申し上げまし

たが、正しくは５月２２日でございます。 
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 以上であります。 

 

 馬場議長  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 

 馬場議長  次に、監査委員から、報告第２４号、平成２８年度おいらせ町

健全化判断比率及び資金不足比率についての審査結果の報告を

求めます。 

 名古屋代表監査委員、演壇でお願いします。 

 

監査委員の 

報告 

監査委員 

（名古屋誠一君） 

 平成２８年度会計財政健全化判断比率及び資金不足比率につ

いての審査意見の報告をいたします。 

 このことについては、町から示された実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率のいわゆる財政健全

化判断の４つの指標とその算定の基礎となる書類並びに関係す

る会計の資金不足比率とその算定の基礎となる書類について、関

係課から説明を求めるなど、慎重に審査を行いました。 

 その結果、財政健全化判断比率の各指標につきましては、書類

も適正に作成されており、実質赤字比率、連結実質赤字比率につ

いては前年度に引き続き数値は出ておらず、実質公債費比率、将

来負担比率とも早期健全化基準を下回っていることなどから、特

に指摘すべきことはありませんでした。 

 また、経営健全化の判断材料となる資金不足比率におきまして

も、同じく書類が適正に作成されており、かつ各会計とも資金不

足の状況にはなっていないということで、これにつきましても特

に指摘すべきことはありませんでした。 

 以上、詳しくは意見書をごらんいただきますようお願い申し上

げ、財政健全化判断比率及び資金不足比率に関する審査の報告と

いたします。 

 

 馬場議長  以上で審査結果の報告が終わりました。 

 日程第５、認定議案の一括上程について。 

 認定第１号から第９号までの、以上９件を一括上程いたしま

す。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 町長、演壇でお願いします。 
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提案理由の説

明 

町長 

（三村正太郎君） 

 本定例会に提案いたしました平成２８年度の決算認定議案に

つきまして、議員並びに町民各位のご助言やご協力を賜りなが

ら、所期の目的を達成することができましたことに対し、衷心よ

り感謝申し上げます。 

 それでは、平成２８年度おいらせ町一般会計及び各特別会計、

病院事業会計の歳入歳出決算について、順次ご説明申し上げま

す。 

 各認定議案につきましては、地方自治法第２３３条第３項及び

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、議会の認定をお願

いするものであります。 

 また、行政効果等を検証するため、別冊にて主要施策の成果を

調製しておりますので、皆様のご審議の参考に供したいと存じま

す。 

 初めに、認定第１号、平成２８年度おいらせ町一般会計歳入歳

出決算認定についてご説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算総額１２４億６，０１５万５，５２０円に対し、

歳入決算額は１１１億３，８１５万６，４５９円となり、前年度

と比較しますと３．２％の増となりました。 

 なお、不納欠損額は２，３２０万３，１６８円、収入未済額は

１５億７，１６１万３，３５５円で、繰越明許費及び逓次繰越の

未収入特定財源を差し引いた収入未済額は２億３，０２４万６，

３５５円となっており、不納欠損額、収入未済額とも大部分は町

税となっております。 

 一方、歳出決算額は１０９億３，８０２万８，２８２円となり、

前年度と比較しますと４．６％の増となっております。 

 また、翌年度繰越額は１３億９，１４０万７，２４０円で、不

用額は１億３，０７１万９，９９８円となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額２億１２万８１７７円から、繰越財

源である５，００４万２４０円を差し引いた１億５，００８万７，

９３７円が実質収支額となりましたので、８，０００万円を財政

調整基金に積み立てし、残額の７，００８万７，９３７円を翌平

成２９年度へ繰り越しするものであります。 

 次に、認定第２号、平成２８年度おいらせ町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 
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 歳入歳出予算総額２９億８，７９７万円に対し、歳入決算額は

２９億９，６８９万２，２４０円となり、前年度と比較しますと

６．１％の減となりました。 

 一方、歳出決算額は２９億２，７５６万４，７５９円となり、

前年度と比較しますと７．４％の減となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額６，９３２万７，４８１円を、平成

２９年度へ繰り越しするものです。 

 次に、認定第３号、平成２８年度おいらせ町奨学資金貸付事業

特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算総額２，２３６万円に対し、歳入決算額は２，２

５１万２，４６８円となり、前年度と比較しますと２．０％の増

となりました。 

 一方、歳出決算額は２，２３４万３，６２４円となり、前年度

と比較しますと２．３％の増となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額１６万８，８４４円を、平成２９年

度へ繰り越しするものであります。 

 次に、認定第４号、平成２８年度おいらせ町公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算総額１１億３，５９６万３，０００円に対し、歳

入決算額は１１億３，８３２万５，６９１円となり、前年度と比

較しますと０．５％の増となりました。 

 一方、歳出決算額は１１億３，３２９万２，７３９円となり、

前年度と比較しますと１．１％の増となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額５０３万２，９５２円を、平成２９

年度へ繰り越しするものであります。 

 次に、認定第５号、平成２８年度おいらせ町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算総額１億３，０４０万２，０００円に対し、歳入

決算額は１億３，０９７万８，８１７円となり、前年度と比較し

ますと２．０％の増となりました。 

 一方、歳出決算額は１億２，９１５万３，６７７円となり、前

年度と比較しますと２．２％の増となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額１８２万５，１４０円を平成２９年

度へ繰り越しするものであります。 

 次に、認定第６号、平成２８年度おいらせ町介護保険特別会計
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歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算総額２１億７，９９５万７，０００円に対し、歳

入決算額は２１億８，１８５万６，５０２円となり、前年度と比

較しますと０．４％の減となりました。 

 一方、歳出決算額は２１億１，８９３万９，４１０円となり、

前年度と比較しますと０．３％の減となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額６，２９１万７，０９２円を平成２

９年度へ繰り越しするものであります。 

 次に、認定第７号、平成２８年度おいらせ町公共用地取得事業

特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算総額１，６７５万７，０００円に対し、歳入決算

額は１，６７５万６，８１９円となり、前年度と比較しますと３

３．５％の減となりました。 

 一方、歳出決算額は１，６７５万６，８１９円となり、前年度

と比較しますと３３．１％の減となっております。 

 なお、歳入歳出差引額はなく、また、本特別会計は平成２８年

度末において廃止しております。 

 次に、認定第８号、平成２８年度おいらせ町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

 歳入歳出予算総額１億６，８６５万８，０００円に対し、歳入

決算額は１億６，８１９万５，７３５円となり、前年度と比較し

ますと７．０％の増となりました。 

 一方、歳出決算額は１億６，６２７万５，７３５円となり、前

年度と比較しますと６．７％の増となっております。 

 その結果、歳入歳出差引額１９２万円を平成２９年度へ繰り越

しするものであります。 

 次に、認定第９号、平成２８年度おいらせ町病院事業会計決算

認定についてご説明申し上げます。 

 決算額は、いずれも税抜き処理後の金額であります。 

 まず、収益的収入及び支出については、収入決算額９億６，０

４３万円に対し、収入決算額は８億７，１５０万１６３円、支出

決算額は８億８，４３７万６，２２２円となり、差し引き１，２

８７万６，０５９円の純損失となりました。 

 収入決算額は、医業収益の減により、前年度と比較しますと６．

６％の減となりました。 
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 一方、支出決算額は、医業費用の減により３．５％の減となり

ました。 

 次に、資本的収入及び支出については、収入決算額は４，０３

３万１，０００円に対し、支出決算額は７，３８２万６，００６

円となり、不足分については、損益勘定留保資金で補塡しており

ます。 

 以上、本定例会に提案いたしました決算認定議案につきまし

て、その提案理由を申し上げましたが、詳細につきましては、審

議の過程におきまして、本職を初め担当課長に説明させますの

で、何とぞ慎重にご審議の上、議決いただきますようお願い申し

上げます。 

 

 馬場議長  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 次に、監査委員から決算審査の報告を求めます。 

 監査委員、演壇でお願いします。 

 

監査委員の 

報告 

監査委員 

（名古屋誠一君） 

 平成２８年度会計の決算審査意見の報告をいたします。 

 平成２８年度の一般会計及び各特別会計並びに公有財産等に

つきましては、去る７月１１日から延べ１４日間、関係課から説

明を求めながら書類審査及び現地調査を実施いたしました。そし

て、決算書や関係諸帳簿等については、計数は正確であるか、適

正に処理されているかなどに主眼を置き、慎重に審査を行ってま

いりました。 

 その結果、いずれも適正に処理されており、各会計とも誤りが

ないものと認めました。 

 全体を総括して財政的観点から申し上げますと、前年度に引き

続き地方債残高は減少に対し、当該年度の基金残高は増加してい

ます。計画的な健全財政への努力の跡が見てとれました。今後も

続くインフラ整備や良質な福祉の提供など、高いレベルでの行政

サービスの維持、継続が求められることから、より一層の努力と

成果を期待したいところであります。 

 結びに、昨年度より決算審査意見書の後半に、参考資料として

町税等の徴収率の推移がわかるグラフを掲載しています。詳細に

つきましては、配付しています意見書をごらんいただきますよう

お願い申し上げ、決算審査の報告といたします。 
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 馬場議長  以上で、決算審査の報告が終わりました。 

 

議案の付託 馬場議長  日程第６、決算特別委員会の設置及び認定議案の付託につい

て。 

 お諮りします。 

 認定第１号、平成２８年度おいらせ町一般会計歳入歳出決算認

定についてから認定第９号、平成２８年度おいらせ町病院事業会

計歳入歳出決算認定についてまでの９認定議案については、慣例

により、議長及び議会選出監査委員を含めた全議員をもって構成

する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

決算特別委員

長・副委員長

の互選 

馬場議長  異議なしと認めます。よって、認定第１号から認定第９号まで

の９認定議案については、全議員をもって構成する決算特別委員

会を設置し、これに付託して、審査することに決しました。 

 次に、決算特別委員会委員長及び副委員長の互選についてです

が、慣例により、委員会ではなく本会議で行います。 

 このことについて、先般開催されました議会運営委員会におい

て、総務文教常任委員会の委員長と同副委員長が当たることと

し、話し合われましたので、これによりたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 お諮りします。 

 決算特別委員会の委員長には、総務文教常任委員会委員長の

山 忠議員を、同副委員長には総務文教常任委員会副委員長の田

中正一議員を選任することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、決算特別委員会の委員長に 山 忠議員が、副委員長

に田中正一議員が選任されました。 

 

 馬場議長  日程第７、行政報告の申し入れがありましたので、これを許し

ます。 
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 初めに、八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンの変更について。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンの変更についてご

説明申し上げます。 

 資料ナンバー１をご用意ください。 

 １．趣旨であります。 

 本年第１回定例会におきまして、八戸圏域連携中枢都市圏の形

成に係る連携協約の締結について議決いただき、３月２２日には

圏域の８市町村長が連携協約を締結するとともに、連携中枢都市

圏である八戸市が圏域の将来像や事業などを定めた八戸圏域連

携中枢都市圏ビジョンを策定・公表しております。 

 このたび、年度途中からスタートする事業があることから、ビ

ジョンに掲載されている事業内容の一部変更と新規事業の追加

が必要なため、その概要を報告するものであります。 

 ２．経過及び予定であります。 

 第１回定例会におきまして、連携事業に関するご意見をいただ

きましたので、八戸市に申し入れをし、その後４月以降、関係者

での協議に入りました。日にちの経過と内容は記載のとおりであ

ります。 

 ３．ビジョンの変更内容であります。 

 ビジョンの変更となる事業は、３つございます。１つ目、医師

派遣事業につきましては、拡充。圏域での事業費は２，３７１万

３，０００円。２つ目、不妊専門相談センター事業は新規で、圏

域での事業費は５４万５，０００円。３つ目、ＡＥＤ普及促進事

業は新規で、圏域での事業費は１，４８２万２，０００円となり

ます。 

 ２ページに移ります。 

 ４．連携協約についてであります。 

 冒頭でも申し上げましたが、連携協約につきましては本年第１

回定例会の議決を経て、その後八戸市との間において締結いたし

ました。このたびの連携事業の追加、変更により、ビジョンの変

更はあるものの、いずれの事業も連携協約の連携施策、医療体制

の充実に位置づけられるものでありますので、連携協約そのもの
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は変更されないことから、議会の議決は要しないことになりま

す。 

 ３ページ、資料１をごらんください。 

 こちらは、変更となる３事業の詳細になります。 

 まず１つ目、医師派遣事業についてであります。これまで八戸

市と三戸町、五戸町、田子町とが連携しておりましたが、このた

び当町と南部町が追加となるものであります。当町における医師

派遣事業の具体的な内容でありますが、本年１０月から毎月第２

土曜日に外科医師１名を日直として派遣していただくことにな

り、１回当たり７万円を八戸市立市民病院に支払うことになりま

す。今年度の負担金額は、３月までの６回で４２万円を見込んで

おり、９月補正予算案に計上しております。 

 なお、費用につきましては特別交付税で措置されることになり

ます。 

 ４ページをごらんください。 

 ２つ目の事業です。上段、不妊専門相談センター事業について

であります。 

 現在、八戸市で実施している同事業を本年１０月から圏域全体

に拡充し、不妊や不育症に悩む夫婦等が専門医に無料で相談でき

るようにするものであります。 

 なお、当事業連携による経費負担は当面のところございませ

ん。 

 ３つ目の事業、下段、ＡＥＤ普及促進事業についてであります。 

 大規模なイベント等に用意するＡＥＤの数を確保できるよう

圏域８市町村それぞれが公共施設等にＡＥＤを整備し、相互に貸

し出しを行うものであります。また、八戸市で実施しているＡＥ

Ｄ講習会の参加者を圏域全体に拡充し、圏域内でのＡＥＤ普及啓

発を図るものであります。 

 なお、当町においては既に公共施設全てにＡＥＤを整備してお

りますので、新たな経費負担は今のところ見込んでございませ

ん。 

 ５ページ、６ページは変更する事業を反映させた連携事業の一

覧となります。 

 以上で説明を終わります。 
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 馬場議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今説明を受けましたけれども、１点、質問させていただきます。 

 医師派遣事業で前にも私は提案をしておりましたけれども、よ

うやく一歩前に進んだかなという思いであります。 

 これについては、経過を見ますと、担当課長会議において医師

派遣事業への当町への追加等について協議とありますけれども、

これについては圏域の市町で構成する組織の中で町長がいろん

な形で会議の中で提案をし、改善されたものと私は思っておりま

すけれども、私も議会でその旨、町長には働きかけをするように

したらどうだという提案をした経過があります。これらについ

て、もうちょっと詳しく説明をしていただきたいのが１点。 

 それと、今病院の状況を見て、白倉名誉院長が８月で退職され

るということを聞いておりますし、そうするとその後の医師の充

足率が変わってくるということを踏まえて、今、毎月外科が月１

回という派遣を受けるということですけれども、これらについて

は１から、そうするとマイナスどのぐらいの数値になるのか。 

 それと、今これが一つ一歩前進したわけですけれども、他の科

についても複数の医師派遣が可能なのかどうか。この経過を見ま

すと、これまで三戸、五戸、田子、これらについては、もう以前

から派遣を受けてあったわけですけれども、なぜ当町が今になっ

てようやくそういう派遣の枠の中に入ってきたのか。これらの３

点についてお聞かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 まず、１点目の経過のところでございます。町長がかかわる部

分等も含めて確認しながら、ご説明してまいります。 

 まず、さかのぼりますと本年３月の定例会のときに医師派遣の

件、ご提案、ご意見をいただきました。その月に、ちょうど３月

の下旬でありますが、連携中枢都市圏の調印式が八戸市でござい
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ました。当然町長も私も同席しておりました。その中におきまし

て、担当者レベル、あとは市長、町長の間で医師派遣についてご

要望を申し上げました。その後、具体的な話になりますが、４月

に入りまして担当課長レベルの会議がございました。そのときに

議会から出た意見を正式にこちらで申し入れしております。書類

で正式にこちらで申し入れしましたので、具体的な協議が５月以

降、入ってまいります。５月には八戸市民病院、それから当課、

企画財政課、それからおいらせ病院の担当者に、それから八戸市

の政策推進課がありますが、この４者で医師派遣事業に関する具

体的な検討、打ち合わせをしております。その後、７月には八戸

市民病院と当町の病院間での医師派遣の具体的協議に入ってご

ざいます。８月に入りまして、担当課長会議がございました。そ

の中でも医師派遣の件、確認しております。それから、先月の８

月３１日になりますが、外部委員の懇談会、ビジョン懇談会とい

うものがございます。新聞等にも掲載しておりましたが、その中

におきましても医師派遣事業等のことを確認しております。大体

こういった流れで今日まで進んでございます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（小向博明君） 

 充足率については、現在は白倉名誉院長が勤務していただいて

九十七、八％で毎月推移しております。それで、白倉名誉院長が

今月から診療に入らないわけですが、抜けますと大体７３％ほど

に落ちる形になります。それで、１０月から市民病院の外科の先

生が１日だけなんですけれども、日直で来てくれますと、まず

１％ほどアップして７４％に上がる予定です。ちょっと今７４％

と言いましたのは、現在、整形外科の長沖先生がちょっと病休で

して、その部分でも１０月から復帰の予定なんですが、復帰いた

しますと８９％に上がる形になります。 

 本来、当初から医師の派遣には、八戸市民病院には以前から派

遣要請をしておりましたけれども、研修医から実際の勤務医まで

お願いはしていたんですが、今回先生が、まず白倉先生が不在に

なる、もう帰郷するということになりまして、それに合わせて長

沖先生も病休ということになりましたので、来年から派遣を考え
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ていたのを半年早めた形になっております。１０月からというこ

とで、市民病院が先生の医師がふえてきますと、今度は平日の勤

務もお願いできる形になるかとは思います。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、経過については聞いたんですけれども、やはり私は、圏域

の中でおいらせ町の構成している一員としては、非常に効果が出

るのが私は余り感じられないなと思いましたけれども、それがま

ず私は病院については、特にそういう意味では医師派遣等はやは

りこの圏域の中でお互いに協力し合いながら病院経営に当たっ

ていくべきだという持論があったわけで、ようやくそれが一歩進

んだのは、その前に三戸、五戸、田子が派遣をしていたというの

を私はどうもこの辺が、うちは圏域に遅く入ったわけでもないん

ですよね。圏域の構成の中に入っているわけで、なぜこう対応が

おくれているのかというのは私、ちょっと疑問を感じるわけで

す。 

 それと、もう一つは、今医師の充足率を聞いていますけれども、

八戸市民病院は医師の充足率は１００％、１２０％ぐらいに上が

っています。そういうのからいったら、もっともっと圏域内の連

携を深めるためにも、この圏域内の病院についてはもっともっと

医師の派遣をしてもらってもいいのではないかと私、思いがある

ので、これについては町長が病院の開設者となっておりますの

で、この考え方をいま一度町長から確認をしておきたいと思いま

す。事務長は途中でなった経過もあって、なぜ今おいらせ病院が

こうなったのかは簡単に説明できないと思いますけれども、何で

三戸、五戸、田子が先に医師派遣を受けられるようなことになっ

ているのか、もし町長がわかったら、そこもひとつあわせてお聞

かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 まず、私から答弁させていただいて、足りなければ事務長から

と思います。 
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 まず、三戸、五戸、田子、これは八戸の市民病院の関係が大き

く影響していると思いますが、漏れなく私どもも一緒に、それこ

そ近くですから、医師をひとつ派遣してくれませんかということ

は再三再四同じく要請しておりました。しかし、向こうのどうい

う判断だったのか、これはわかりませんが、やはりうちはその時

点においては結構充足率は高いほうにはあって、ペナルティーの

段階ではないというところもあるだろうと思うし、向こうのほう

の３つの病院とは、私どもの病院よりも充足率は不足していると

なっていないと私は判断していました。 

 それから、これからのことでありますけれども、１日ぐらいし

から来られないような状況では、ちょっとまだまだ連携中枢都市

圏としてのスクラムを組んでいる町としてはちょっといかがな

ものかと思っておりますので、これからも医師の増員を、ひとつ

派遣をお願いしていきたいと思っていました。 

 聞くと、平野議員おっしゃるのは、私もそう認識していたんで

すが、１２０％ぐらいで余っているんじゃないか。お医者さんが、

研修医も含めて非常に全国的にも珍しく、お医者さんがもう殺到

するところで、すばらしい市民病院だということで研修医の方が

殺到して余っていると認識していたんですが、最近の情報で、足

りなくてそれしかやれないという話を聞いていましたので、そこ

はぜひということで市長とも話をしていました。 

 それから、八戸の市民病院の今の院長さんが非常に理解ある人

でございまして、前向きに捉えてくれて、こうしておいらせ町に

もやらなければだめだよということでやってくれているようで

ございますので、必ずや医師はふえる方向でお願いするし、して

くれるものと理解をしております。 

 

 馬場議長  １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、平野議員さんが申し上げた中と割愛をしますけれども、私

も先ほどから文面を見る中で、なぜ五戸、三戸、田子がという疑

問を確かに持って、今、町長さんは説明したけれども、それは説

明になりません。どういう理由でとったか問い詰めるぐらいに聞

いて、その裏をやってこそ本当の首長であろうと思うので、その

辺については頑張っていただきたいし、今後ともやはり百石の医
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療、先般も院長さんの送別会に出まして、歴史、中身も幾らかわ

かったつもりでありますので、今後とも健全経営をしながら充足

率を高めていただきたいし、先ほどのこのおいらせに多分旧百石

という意味合いだと思いますけれども、派遣できなかったという

理由の確認をもう一度して、何らかの形で説明を私はいただきた

いと思っております。 

 それから、先ほどの予算のことですけれども、補正予算はこれ

からですから、これが先に走っていいのかちょっと疑問を感じた

し、特別交付金ということは自腹ではないという確認でよろしい

ですか。 

 それから、次のページに行きます。 

 不妊の相談事業をやるのはいいですけれども、各町村に移動し

てやるという確認でよろしいか、その辺を若干詳しくしていただ

きたい。 

 それから、ＡＥＤですが、確かに当町には公共施設には全部完

備しているということでありますけれども、今はコンビニも設置

する時代に来ているはずですから、その辺も含めて、町村に割り

当てが何ぼあって、何ぼ申請すれば来るのか。その辺の具体的な

話を手短にお願いします、説明。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず、経緯のところから、ちょっとわかる範囲内でご説明いた

します。 

 実は現在、八戸連携中枢都市圏でございますが、その前は定住

自立圏でございました。この定住自立圏の形成は平成２１年９月

でございます。（「手短にお願いします」の声あり）はい。三戸、

五戸、田子の３町につきましては、定住自立圏の時代からやって

おります。三戸町につきましては平成２１年度から、五戸町につ

きましては平成２２年度から。（「手短に」の声あり）はい。田子

は平成２３年度からです。この定住自立圏の連携事業の枠組み

は、あくまでも１対１の形成協定、要は八戸市とおいらせ町が形

成協定、この事業を連携したいということで協定を結ぶものでご

ざいます。よって、八戸市側がどうのこうのではなくて、八戸市
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とおいらせの中で病院派遣について具体的な協議がなかったの

ではないかと推測されますが、推測という話もいかんせん余り好

ましくないと思いますので、その辺、平成２１年ぐらいの当時に

さかのぼって当時の事務長等からその辺の経緯を聞かないとち

ゃんとしたことはお答えできないと思いますので、この辺は確認

して後日お答えしたいと思ってございます。 

 それから、予算の関係でございます。今回提案の９月補正予算

に計上してございます。これはおいらせ町ばかりではなく、八戸

市でも同様の関係でございます。特別交付税もこれから措置され

ることになります。特別交付税には必要経費の８割が特別交付税

で措置されることになります。 

 それから、不妊相談は今のところ八戸市が開催する相談に出向

くという形でございます。具体的なものはワーキング等で意見交

換しながら修正等も可能かと思います。今の段階では八戸市で実

施している相談事業に行くという形になります。 

 それから、ＡＥＤの関係につきましても、現時点では公共施設

に設置するものが対象となっております。確かにコンビニ等の普

及もいろいろ見られるところでありますが、今の時点では公共施

設等というところが前提になってございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 再度、先ほど町長さんの説明だと、要望したけれども、充足率

の要因から派遣にならなかったと言われ答弁をちょっと聞いた

ような気がするけれども、課長の話だと、全く要望をしていなか

ったからならないんだという、全然見解が違いますから、白と黒

の違いですから、そこは明確にしてください。 

 それから、お金の問題ですけれども、みんなのところがやれば

正しくなくても正しいという解釈なのか。それから、２割が自己

負担で８割は来るという考え方でいいんですか。わかりやく、そ

の辺は。 

 それから、先ほどの不妊のやつは、今聞くところだと八戸だけ

だということですから、ワーキングの中でやはり地域移動して、

相談しやすい環境をつくるようにしていただきたいと思います。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２４－ 

 それから、ＡＥＤもそうですけれども、公共施設だけではなく、

それなりの金があって、それは普及するという目的の中でやって

いるんですから、地域に密着できるように私も市民病院に３回死

ぬ思いでお世話になっている人間でありますから、そういう環境

はスピーディーにやっていただきたいということで、３点です。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 まず、１点目、医師派遣の関係でございます。私も憶測といい

ますか、当時の話をちゃんと把握していないまま答弁しておりま

して大変申しわけございません。先ほども申し上げましたよう

に、平成２１年当時のことを確認しないとちゃんとしたことが言

えませんので、確認したいと思ってございます。 

 それから、特別交付税の関係です。８割が交付税で措置されま

すので、残りの２割は町の持ち出し、一般財源ということになり

ます。 

 それから、相談事業、不妊相談の件、それからＡＥＤの配置の

件につきましてもそういうご意見があったということを八戸市

に申し送りしたいと思っております。あくまでも八戸市が中心と

なりましてそれぞれのワーキングで議論しているものでありま

すので、意見、要望があったということで申し送りしておきます。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １番議員に申し上げたいと思います。 

 今回行政報告ですので、突っ込んだご意見、異議等については

本会議または決算委員会において行っていただくようお願いし

たいと思いますが、いかがですか。（「突っ込み過ぎだというのか。

どう解釈すれば……」の声あり） 

 きょうの会議のスケジュール等も、日程等もありますので、

（「いや、それはわかるけども突っ込み過ぎだということか」の

声あり）いえ、理解できない部分はいいんです。理解できるまで

質問していただいて結構ですけれども、（「いや、だから突っ込み

過ぎだというのか。悪いのか、明確にして」の声あり）まだ理解

できない部分があればどうぞ。３回目ですので。（「そういう意味

では意見あるよ」の声あり）では、１番議員。 
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質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 議長さん、申しわけないけれども、時間がないとかという話は

ここではされないと思います。 

 

 馬場議長  あくまで行政報告ですので。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 行政報告であろうと何であろうと、今民主主義で会議をしてい

るんですから。私はそう思う。一つまずそれはいいです。 

 あと、町長さんに１つお願いします。中枢圏の会議に私も議員

になって全部出ていますけれども、ほとんど町長さんは出ていな

いような気がするんです。私の狂いは一遍ぐらいあるのかもしれ

ませんけれども。多分これも 山さんも前に質問の中で話をして

いるはずですけれども、やはり八戸市長なりにお願いする部分が

ありますから、その辺は出て、やはり肌と肌とを触れ合いながら、

会話をしながらお願いするほうが町のためになると思います。今

後とも出席をよろしくお願いします。 

 以上。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 次に、平成２９年度おいらせ町教育委員会の事務の点検及び評

価に関する報告書（平成２８年度の実績）について。 

 この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２

６条第１項の規定に基づき、教育委員会から議会に提出されまし

た。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

教育委員会の 

報告 

学務課長 

（泉山裕一君） 

 おいらせ町教育委員会の事務の点検及び評価に関する報告書

について、ご報告いたします。 

 資料ナンバー２をごらんください。 

 この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２

６条第１項の規定に基づき、議会に提出するものであります。教

育委員会では、おいらせ町教育大綱に基づいて平成２８年度に実
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施しました主な事業につきまして、この法の定めにより、教育委

員会各課においてそれぞれ点検・評価を行ってまいりました。 

 また、この点検・評価について法の定めもあり、それぞれの分

野に精通している方々３名にアドバイザーをお願いし、客観的立

場からいろいろご意見・ご提言をいただいております。その成果

がお手元に配付しております報告書になります。 

 この報告書の概要を申しますと、１ページから７ページまでは

点検・評価の概要で、趣旨やアドバイザーからの意見を載せてお

ります。主な意見としましては、学校教育行政分野では、各種学

力調査の課題は活用問題の対応と思われるので、授業改善や工夫

を。社会教育行政分野では、成人式の開催で、去年、おととしの

成人を迎えた人たちの活動を活用し、成人式ににぎやかさづくり

を。社会体育行政分野では、ジュニア層の強化やジュニア教室を

開催している協会の増加に伴い、ジュニア層の底辺拡大を、など

といったことが出されています。 

 そして、８ページから１８ページまでは教育大綱及び各分野の

方針と重点を掲載、２０ページから２６ページまではそれぞれの

分野ごとに具体的な内容ということで、学務課では１１の重点施

策にかかわる３０事業について、社会教育・体育課では、まず社

会教育分野で４つの重点施策にかかわる１２事業について、社会

体育分野では２つの重点施策にかかわる１０事業について、それ

ぞれみずから点検・評価を行っております。そして、６４ページ

以降は参考資料という構成になっております。 

 教育委員会といたしましては、事務点検の作業の過程で出てき

ました課題や反省点、そしてアドバイザーの皆様からいただきま

したご意見、ご提言を今後の事務事業の執行に生かしていきたい

と考えております。 

 報告書の内容詳細につきましては説明は省かせていただきま

すが、後ほどごらんいただき、ご意見等がありましたら教育委員

会にお寄せいただければと思います。 

 なお、この報告書につきましては議員各位に配付いたしました

が、今後は町ホームページに登載しますほか、公民館施設におき

まして広く町民の方々が閲覧できるよう公表する予定になって

おります。 

 以上で報告を終わります。 
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 馬場議長  説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 通常、休憩の時間になっておりますけれども、日程の都合上、

このまま続けさせていただきたいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  それでは、ただいまの説明に対する質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。 

 １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 ２ページに３名の評価アドバイザーがついております。町内名

を教えてください。 

 それから、５ページ、郷土芸能の保存に物すごく金がかかる時

代になってきたと。郷土芸能を保存するためにはこれから予算を

増額していかなければならないという評価であります。本村の鶏

舞、私もいろいろ聞いております。金がかかる。後継者がいない。

後継者不足だという話を伺っております。旧百石町には虎舞もあ

ろうかと思います。教育長はこのアドバイザーの評価の郷土芸能

に対する予算の増額、新年度おいてどのように考えているのか、

お伺いいたします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 アドバイザーの方の町内名になりますけれども、お１人が七軒

町の方です。もう一人が根岸の方、もう一人が黒坂の町内になっ

ております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 社会教育・体育課長。 

答弁 社会教育・体育課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、郷土芸能の部分について、お答えしたいと思います。 

 郷土芸能は、確かに後継者不足等、さまざま問題が生じている

かと思います。町としても活動分の固定額ではありますが、補助

あるいは衣装等を買う場合、さまざまな補助事業等を見つけて、



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２８－ 

何とかその部分で補助をしております。これは引き続き続けてま

いりたいと思いますし、また、団体の方々から意見を伺いながら、

必要な部分では援助等ができる部分、人的面も含めまして何とか

検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 次は、せこい質問であると思います。私もそう思っております

が、評価アドバイザー、この３名はすばらしい方だと思っており

ます。今町内名を聞いたら根岸とか七軒町、旧百石町の方々であ

ると思います。これは選挙管理委員会もバランスをとりまして旧

下田、旧百石、公平に選任しております。教育委員も木ノ下小学

校、百石小学校、バランスをとってそれぞれ選任していると思い

ます。この旧百石町のすばらしい方だと思います。松林清栄さん、

すばらしい方であります。なぜ旧百石町の方だけがアドバイザー

にならなければならないのか。その理由を明確にお答え願いたい

と思います。私はせこいです。バランスをとって旧下田、旧百石、

選任してもらいたいという気持ちから、今お話をしております。 

 それから次は、予算は、行政報告会ですから決算もありますの

で、その時点でまた考えますけれども、次の点はいいです。なぜ

旧百石町の方だけがアドバイザーにならなければならないのか、

明確にお答え願えればと思います。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 まず、アドバイザーの旧下田町、旧百石町の経緯なんですが、

これは平成２１年度から初めておりまして、ご説明しますと、平

成２１年、２２年に関してみれば、旧百石町の方３名となってお

りました。平成２３年から２６年に関してみれば、旧下田町の方

１名、旧百石町の方が２名、平成２７年、２８年に関してみれば、

先ほどご説明したとおり、旧百石地区の方３名になっておりま

す。基本的には各分野の、やっぱり学識経験を有する者を教育委

員会で選任したいということで、余り地域にこだわっていない部

分が実情であります。ただし、以前にもこのようなお話がありま



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２９－ 

したので、教育委員会は今の取り扱いといたしましては、あくま

でも有識者として先に地域よりも学識を重んじて選任したいと

いうのが１番目になります。２番目に関してみれば、３つの分野

がありますけれども、１つの分野に同等程度の学識経験者と思わ

れるのであれば、その段階で地域性を考慮したいという考えで今

行っておりますので、今回の場合はどちらかというと専門的なコ

ウユウするという形で３名が偶然旧百石町になっているだけだ

とご認識していただければ助かります。 

 以上になります。 

 

 馬場議長 

 

 ほかに質疑ございませんか。 

 １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 余り言うなと言われますけれども、最後の答弁、旧下田地区の

方にそれだけの力量がある人がいないという解釈になるんです

けれども、それは失礼な話だ。 

 以上。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 別にそのような気持ちはございません。あくまでも私どもに関

してみれば、学識を経験している方ということで臨んでおりまし

て、今回は旧百石町の方３名になりましたけれども、１名やめた

いという方があったときに私どもも旧下田町から探したいなと

思って、いろいろ担当課と協議していろいろ推薦してもらいまし

たけれども、なかなかそういう場面に至らなかったという形で、

その上で現状みたいな、受けてくれた方を見つけた上で、その結

果がただこういう方で旧百石町に固まったというだけになりま

す。 

 

 馬場議長 

 

 １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 そういう経過に至らなかったということですから、本当にこれ

は事務局が至らないという私の解釈ですから、今後、次は一抜け

はちょっとわかりませんけれども、その辺をあらゆる場面で地域
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を広域的に考えて物事を進めていただきたい。これだけの問題で

はなく、何のものでもやはり広域的な考え方をしないと、ただ、

どうしてもそういう人間がいないというのであればこれはいた

し方ないけれども、その努力をしないで結果を出さないようにし

ていただきたい。 

 以上。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 次に、おいらせ町学校給食調理等業務委託プロポーザルの事業

者選定結果について、当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（泉山裕一君） 

 学校給食調理等業務委託プロポーザルによる事業者の選定結

果についてご報告いたします。 

 資料ナンバー３をごらんください。 

 初めに、新しい学校給食センターの調理業務については、既に

報告しているとおり民営委託することを決定し、事業者の選定に

ついては学校長、栄養士、ＰＴＡ関係者、保健所職員等で構成さ

れた学校給食調理等業務委託プロポーザル審査委員会を設置し、

優先交渉権者を選定することとしておりました。去る８月１７日

に事業者からの企画提案のプレゼンテーション及びヒアリング

を実施した結果、優先交渉権者を選定したので、報告するもので

す。 

 それでは、２．審査概要をごらんください。 

 まず、今回のプロポーザル方式は公募型でございますが、全国

から６社の応募があり、県内からは４番目の三八五フーズ株式会

社が参加しました。いずれの会社も２，０００食以上の調理業務

を受託した実績がある業者でございます。 

 次に、②経過でございます。５月１８日に議員全員協議会にお

いて調理業務の民営委託化を報告し、６月１６日に第１回の審査

委員会を開催しました。この審査委員会では事業者の応募要領や

審査の手順、あるいは採点の際の審査の着眼点や配点などを決定

しております。そして、８月１７日に事業者のプレゼンテーショ
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ンを行い、同日、第３回の審査委員会によって優先交渉権者を選

定しております。その後、審査委員長から町長へ報告を行ってお

ります。 

 次に、③審査結果でございます。参加いただいた６社のうち、

最高得点を獲得したのが東京に本社を置く、株式会社東洋食品

で、同社はことしの４月現在、全国の給食センター約２００カ所、

単独調理校約２５０カ所を受託している業界大手の会社になり

ます。また、次点は株式会社グリーンハウスで、八戸市西地区の

給食センターを受託しております。 

 なお、６社の採点内容については、参考までに裏面に掲載して

おります。 

 最後に今後の予定ですが、８月下旬から教育委員会と優先交渉

権者で仕様書の細部の確認や契約額等についての交渉を行って

おり、近日中に契約締結を予定しております。契約締結後は業者

と調整の上、開業に向けた準備スケジュールを作成するととも

に、調理備品購入の準備や各種マニュアルの整備、あるいは調理

員の採用計画などを進め、新センターの建設完成後の３月ごろか

ら調理トレーニングを進める予定です。 

 以上で報告を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。 

 質疑ありませんか。 

 １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 これはあした一般質問の中にも入っていますから、詳しいこと

はその場面で聞きますが、きょう若干見た中でお聞きをするわけ

でありますけれども、新聞の報道ですと審査委員が１０人という

ことですから、ある程度のメンバーを教えていただければと。 

 それから、裏面の採点でありますけれども、２社については公

開している。あとの社は公開できないという根拠があるわけです

か。 

 それから、青森県が１社入っていますけれども、残念ながら次

点にもなっていない。この辺は、何となく私は常に地場産業の育

成を考えるものですから、地域貢献できる業者がなったほうが、
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格差があればこれは別問題ですけれども、その辺の考え方、ちょ

っとお伺いします。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 まず１点目ですけれども、審査委員の構成ですが、まず校長会

から１人校長先生を推薦していただいております。あと、養護教

諭、保健の先生になりますけれども、そちらも代表として推薦を

いただいております。それから保護者は、小学校の代表と中学校

の代表２名の方に審査をお願いしております。栄養教諭と栄養士

さんに関してみれば、現在小学校に１校、中学校１校に栄養士さ

んが３名おりますので、その３名全員を入れております。あと、

教育委員から１名推薦をいただいて、１名参加しております。あ

とそれから、保健所の職員ということと、あと１人は私になって

おります。 

 それから、２点目の公開ができないのかということで、今回は

あくまでも優先交渉権者と次点の方を明示しておりましたけれ

ども、基本的には１ページ目の１，２，３，４，５，６と書いて

いるのがそのまま裏面に、Ａ社から順番に並べていけばその順番

になっております。そういうふうにご参考にしていただければと

思います。 

 ３番目に関してみて、青森県内の業者さんがというのは、これ

はあくまでも提案方式でございます。その内容等について、さま

ざまな項目について採点した結果でございますので、やはり優先

交渉権者になった会社さんと次点の会社さんというのは、結果を

ある程度見るとこの２社だけはかなり群を抜いているというの

が正直私も感じました。そういう形で、あくまでもこれは提案型

がいいか悪いかで、それを各自皆さんが、審査委員が審査した結

果でございますので、そこのところをご了承願います。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 裏面については今虎の巻が出ましたけれども、やはりこれは何

も最初から差し支えなければ、やっぱり業者名も入れるのが親切
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だと思いますので、そういう配慮を心がけていただきたいし、な

お、失礼ながら審査委員会さんが、はっきり言えば２回しか会議

をやっていないわけですよね。多分皆さん、優秀で専門的知識を

持っている人だとは思いますけれども、その中でこれだけの高度

なものを審査できるものなのですかということで、ちょっと課長

から聞きたいんですが。 

 

 馬場議長 

 

 学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 審査委員会は全部で３回行っております。本来は２回の予定で

したが、１ページをごらんになってもらうように、８月３日に第

２回というのをあえて入れました。これは事前に書類を配付し、

６つの出てきた提案書を全員が読んでおりますけれども、どうし

ても専門的な部分が多いというので、おのおの専門的な部分を共

通理解するために、審査委員の方々は専門的な部分をお互いわか

らないところを出し合いながら、そして、それを今度全部皆さん

で共通理解した上でプレゼンテーションに臨んでおります。ま

た、事務局からも審査をする内容について、提案書だけですと全

部読むというのも非常に苦痛なものもございました。ですから、

項目ごとに６社分をどのような提案が出されているかという概

要をまとめた資料を提示してもらい、それを審査委員の参考にし

てもらっているという作業まで行っておりますので、審査委員の

方々はある程専門的な部分に関しても幾分多少の理解を得なが

らも審査に臨んだと思っております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今課長、それは、おかしいのではないか、今８月２日に１回や

ったから、ちゃんと記載して説明するのが俺は筋だと思う、その

部分。 

 それから、これは最終的に、今度は金額については入札をする

という理解でいいのかな。 

 

 馬場議長  学務課長。 
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答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 資料には、一応１ページのところに書いていたんですが、私の

説明でその辺のところを省いた経緯もありますので、今後気をつ

けたいと思います。 

 金額に関してみれば、最終的には１社による随意契約、見積も

りを出していただくというのが最終決定になりますけれども、基

本的には金額面に関しても交渉をしている状況下であります。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本件に対する質疑を終わります。 

 

 馬場議長  日程第８、議員派遣の件についてを議題といたします。 

 このことについては、おいらせ町議会会議規則第１２７条第１

項の規定により手続をとるものであります。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、お手元に配付してあります資料のと

おり、本日９月４日、おいらせ町内における８月の長雨・低温に

係る農産物の現地調査のため、全議員を派遣いたしたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 次に、お諮りします。 

 ただいま決定されました議員派遣の内容に今後変更を要する

ときには、その取り扱いを議長にご一任願いたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件については、そのように決定いたしまし

た。 

 

日程終了の 

告知 

馬場議長  これで、本日の日程は、全て終了いたしました。 

 これをもちまして、本日の会議を閉じます。 
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次回日程の 

報告 

馬場議長  あす５日火曜日は、午前１０時から本会議を開き、一般質問を

行います。 

 

散会宣告 馬場議長  本日は、これで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午前１１時３３分） 

 

 事務局長 

（中野重男君） 

 修礼を行いますので、ご起立を願います。 

 礼。 

 連絡いたします。 

 先ほど決定いたしました議員派遣の件について、本庁舎正面入

り口前にバスを用意しております。飲み物も準備しております。

長靴も準備しております。直ちに、そのままトイレを挟んでバス

にご乗車くださいますように連絡をいたします。 

 なお、帰りは昼食を準備しておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 
 


